
                                                          工事書類作成マニュアル・電子納品等運用マニュアル・工事検査マニュアル 新旧対照表                                   

新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

工事書類作成マニュアル 

2023 年 01 月 

(2023 年 7 月一部訂正) 

首都高速道路株式会社 

工事書類作成マニュアル 

2023 年 01 月 

首都高速道路株式会社 

追記 



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

首都高の工事書類・工事帳票一覧 首都高の工事書類・工事帳票一覧 

工事数量総括表

記載の削除

書類番号の

変更 



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

1.1.1 施工計画書(様式第 37) 1.1.1 施工計画書(様式第 37)

(1)工事概要

工事概要については、特記仕様書・工事計画概要書に記載の内容により、以下の記載例程度の

内容を記載する。なお、以下記載例については、必ずしもこれによることはない。 

[工事概要記載例] 

工事名○○工事 

路線名高速○号○○線 

工事場所自○○県○○市○○地先 No○○～No○○ 

至○○県○○市○○地先 L＝○○m 

工期○○○○年○○月○○日から○○○○年○○月○○日まで 

請負代金￥○○○，○○○，○○○円 

発注者首都高速道路株式会社○○局 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

○○事務所 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

受注者○○建設株式会社 

所在地○○県○○市○○△△-△△番地 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

○○作業所 

所在地○○県○○市○○△△-△△番地 

TEL○○○-○○○-○○○ 

［工事内容記載例］ 

工事区分 工種 種別 細別 単位 数量 適要 

道路改良 擁壁工 既製杭工 鋼管杭 本 100  

(1)工事概要

工事概要については、特記仕様書・工事計画概要書に記載の内容により、以下の記載例程度の

内容を記載する。なお、以下記載例については、必ずしもこれによることはない。また、工事内

容は、設計図書の工事数量総括表の写しでもよいものとする。

[工事概要記載例] 

工事名○○工事 

路線名高速○号○○線 

工事場所自○○県○○市○○地先 No○○～No○○ 

至○○県○○市○○地先 L＝○○m 

工期○○○○年○○月○○日から○○○○年○○月○○日まで 

請負代金￥○○○，○○○，○○○円 

発注者首都高速道路株式会社○○局 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

○○事務所 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

受注者○○建設株式会社 

所在地○○県○○市○○△△-△△番地 

TEL○○○-○○○-○○○○ 

○○作業所 

所在地○○県○○市○○△△-△△番地 

TEL○○○-○○○-○○○ 

［工事内容記載例］ 

工事区分 工種 種別 細別 単位 数量 適要 

道路改良 擁壁工 既製杭工 鋼管杭 本 100  

※設計図書の工事数量総括表の写しでもよい。 

工事数量総括表

記載の削除

削除 

4.1 工程管理(様式第 40,40-1,67) 4.1 工程管理(様式第 40,40-1,67)

(3)工程表及び工程管理

工程表の作成様式には、一般的に横線式工程度(バーチャート、ガントチャート)やネットワー

ク手法等各種あるが、当社では、実施工程表の作成にあたってはネットワーク手法により作成す

ることとしている。なお、応急工事や維持工事(補修的工事)等の当初計画工程の策定が困難なも

のについては工程表の作成は省略することができる。 

工種、種別、細別の区分の記載内容は、設計図書の数量を基に整理する。但し、工種、種別、

細別の配列は施工順序を考慮し、関連工事をグルーピングする。 

この工程表は、工事の主要な工程毎に区分して施工順序を組み合わせ、全体的に工期を満足さ

せる様に作成したものである。これにより、工事全体の進捗状況、あるいは全体工程の中のクリ

ティカル部分を判断するのに用いられる。また、全体工程の中の重要部分だけを取出してその中

の各部分をさらに詳細に組み立てて管理を行う部分工程表を作成する場合もある。 

(3)工程表及び工程管理

工程表の作成様式には、一般的に横線式工程度(バーチャート、ガントチャート)やネットワー

ク手法等各種あるが、当社では、実施工程表の作成にあたってはネットワーク手法により作成す

ることとしている。なお、応急工事や維持工事(補修的工事)等の当初計画工程の策定が困難なも

のについては工程表の作成は省略することができる。 

工種、種別、細別の区分の記載内容は、工事数量総括表を基に整理する。但し、工種、種別、

細別の配列は施工順序を考慮し、関連工事をグルーピングする。 

この工程表は、工事の主要な工程毎に区分して施工順序を組み合わせ、全体的に工期を満足させ

る様に作成したものである。これにより、工事全体の進捗状況、あるいは全体工程の中のクリティ

カル部分を判断するのに用いられる。また、全体工程の中の重要部分だけを取出してその中の各部

分をさらに詳細に組み立てて管理を行う部分工程表を作成する場合もある。



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

参考資料-7 情報共有システムの対象とする工事書類・工事帳票 参考資料-7 情報共有システムの対象とする工事書類・工事帳票







新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

参考資料-8 件名の命名方法や添付書類・添付方法等 参考資料-8 件名の命名方法や添付書類・添付方法等 



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容



新：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月）(2023 年 7月一部訂正) 旧：工事書類作成マニュアル（2023 年 1 月） 改訂理由 改訂内容

参考資料-11 書類一覧表(例) 参考資料-11 書類一覧表(例) 


